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    Fifty－eight clinical cascs consisting of 52 benign prostat；c hypertrophy， 4 bladder p．eck sc！erosis，
  1’ ’neurogenic bladder and 1 psychosomatic pollakisuria， were treated bY Hachimljiogan．
    1） Thirty－five ’（67．30／．） out of 52 cases of BPH showed favorable responses to the treatrnent with
  Hachimijiogan．
    2） Twenty－three （56．10／o） out of 41 cases， having night pollakisuria， 23 （71．90／，） out of 32 cases
  having residual urine and 8 （72．70／．） out of 11 cases with prolonged micturition times showed effec－
  tiveness．
    3） No remarkable change was observed in voiding cystourethrograph， cystoscopic examination，
  digital examination of the prbstate， WBC in urinalysis， blood examination， blood chemistry and total
  renal function．
    4） Side effects were present in 3 cases． （5．70／o）
    5） Hachimijiogan is an adequate drug for pre－surgice11 treatment and non－operative treatment
  of BP正［．
               ＿          といわれる「金贋要略」にすでにその処方が記載され
        緒     言                          ている．適応症は巾広く特に高年齢層を対象として用
 八味地黄丸は地黄を主成分とする8種類の生薬成分   いられることが多く前立腺肥大痺もよい適応症とされ
からできており，約2000年前の後漢時代に書かれた   ている．今回，われわれは三重大学医学部泌尿器科お











































   た他覚的所見で2項目以上の改善がみられた
   たもの．
やや有効：他覚的所見の改善はみられないが，自覚
   症状の軽快は認められたもの．
 無効：自覚症状および他覚的所見とも改善が認めら
    れなかったか，他覚的所見の悪化や副作用が













































              投与Na 症例 年齢 疾患              期間
夜間尿回数 残 尿 量 尿中白血球
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Tabe 6．前立腺肥大症に対するツムラ八味地黄
    丸の臨床効果
   投与前     投与後
Tabe 5．早朝排尿所要時間の推移
有    効
やや有効
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Table 7・ツムラ八三地黄丸を構成する生薬成分の概要
配合生薬 基 源 主  成  分 薬 効
日局 ジ オ ウ アカヤジオウ（ゴマノ iridoid配糖体（catalpoD





   （沢 汚）  力科）の塊茎
（オモダ 多量のでんぷんを含有
    四環性トリテルペン，アミ





   （侠苓） カケ科）の菌核
四環性トリテルペン酸









日局 ポタンヒ ボタン（ボタン科）の paeonol









日局 ケ イ ヒ












日局 サンヤク ヤマノイモ属．（ヤマノ でんぷん，ムチン，アラン 滋養，強壮，止渇，止湾薬で，腸炎，
   （山 薬） イモ科）の塊根    トイン，アルギニン等   夜尿症，盗汗などに用いる。
日局 サンシュユ サンシュユ（ミスギ科）モロニサイドロガニン  滋養，強壮，収れん薬で，陰萎，遺精，
   （山茱萸） の果実       その他イリドイド配糖体  二品頻数などに用いる。
加工ブシ トリカブトAconitum
（加工附子） japonicum（キンポウ
      ゲ科）または同属植物
      の塊根を加圧下で熱処
      理して毒性を低下させ
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Fig． 1
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